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１ 今年度の全体スケジュール及び審議内容

内 容日 時

・ 第２期はだの行政サービス改革基本方針実行計画について
・ 第２期はだの行政サービス改革基本方針実行計画に係る外部評価①

（柱1：仕事の改革、柱2：職員（ひと）づくりの改革）

令和8年8月27日（木）
午後1時30分から

第１回

・ 第２期はだの行政サービス改革基本方針実行計画に係る外部評価②
（柱3：担い手をつくる改革、柱4：公共施設の改革、柱5：歳入・歳出面の改革）

・ 報告事案（はだの行政サービス改革基本方針実行計画最終実績）について

令和8年10月19日（月）
午後1時30分から

第２回

・ 第２期秦野市まち・ひと・しごと創生総合戦略（秦野市総合計画前期基本計画リーディング
プロジェクト）に係る外部評価①

・ 報告書案（第2期はだの行政サービス改革基本方針実行計画に係る令和8年度外部評価①②
とりまとめ）について

令和8年11月9日（月）
午後1時30分から

第３回

・ デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生関連）の効果検証について
・ 第2期秦野市まち・ひと・しごと創生総合戦略（秦野市総合計画前期基本計画リーディング

プロジェクト）に係る外部評価②

令和8年12月14日（月）
午後3時から

第４回

・ 外部評価結果（第2期はだの行政サービス改革基本方針実行計画・第2期秦野市まち・ひ
と・しごと 創生総合戦略）

令和9年1月下旬
市 長
報 告
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３ 外部評価結果に係る報告書及び公表について

≪第2期はだの行政サービス改革基本方針実行計画の進行管理実施期間及び内容≫

第2期はだの行政サービス改革基本方針実行計画及び第2期秦野市まち・ひと・しごと創生総合戦略（秦野市総合計画前期基本計画リー
ディングプロジェクト）の外部評価結果については、報告書として取りまとめるとともに、その結果をホームページで公表します。

報告書案は、昨年度の様式等をベースに、今年度の審議内容を踏まえ、会長と事務局で作成を進めさせていただき、適宜、委員の皆様
にフィードバックし、御意見をいただきます。

内容年度

・自己評価、内部評価及び外部評価（7月～10月） ・中間総括評価（令和10年度）
・改革内容等の見直し（10月～3月）

令和8年度 ～ 令和11年度

・自己評価、内部評価及び外部評価（7月～10月）
・総括評価を踏まえた次期計画の策定

令和12年度

・実行計画の実績とりまとめ令和13年度

改革実行期間である令和8年度から令和12年度までの5年間及びその翌年度の1年間を合わせた6年間とし、その内容は次のとおりとしま
す。令和8年度は、計画期間の初年度の評価として、今後の取組の展望を踏まえて御意見もいただきたいと考えています。

≪秦野市行財政調査会について≫

秦野市附属機関の設置等に関する条例において規定する市長の「附属機関」となります。附属機関とは、その担任する事項について、
執行機関の諮問に応じて調査又は審議を行い、その結果を答申し、又はその意見を建議する組織です。
条例では、行財政調査会が担任する事項を「基幹計画の進行管理及び評価並びに行財政経営及び制度の最適化に関すること。」として
います。

２ 外部評価

次の(1)から(3)について、専門的な知見及び市民の視点から客観的に評価していただくとともに、今後の取組の推進に当たり、課題・
改善すべき事項又は新たな視点について、総括的な御意見をいただきます。

(１) 第2期はだの行政サービス改革基本方針実行計画の令和8年度に係る外部評価について
(２) 第2期秦野市まち・ひと・しごと創生総合戦略の令和7年度の総括について
(３) デジタル田園都市国家構想交付金の活用事業について



計画を改定し、公表

７ 進行管理（１年間のＰＤＣＡサイクル）

Plan３月

【所管課等】

引継ぎ

【所管課等】

取組を実施

【所管課等】 【所管課等】

取組を見直し、予算に反映

Check４月～７月 Action１０月～２月

計画策定 実 行 自己評価 取組見直し（予算反映）

【行財政経営最適化
委員会（推進部会）】

内部評価

Plan３月

計画策定

【行財政調査会】

Check
９月、１０月

外部評価

Check８月

計画へ反映

担当が変わっても４月
から即時に取組ができる
よう引継ぎを行います。
取組内容だけでなく、

設定した指標の考え方や
効果額の算定式など自己
評価から取組の見直しを
行い、実行計画に反映す
るまでの一連のＰＤＣＡ
サイクルについて、引継
ぎを行います。

計画に従って取組を進
めます。１年度中の達成
目標から逆算して進捗度
合いを測りながら、取組
に遅れがないように進行
管理を行います。

① 当該年度の実施状況、
効果や成果の見通しを
確認します。

② 前年度評価で、実績
見込みとしていた部分
について、実績値に修
正します。

③ 計画と実績見込みの
差がある場合、特に原
因を分析します。計画
が上手くいっている場
合もその要因を分析し
ます。

④ ①～③を踏まえて、
課題や改善点を見つけ
ます。

① 進捗等が芳しくない
もの、課題等のあるもの
については、ヒアリング
等を実施し、報告します。

② 実施状況や成果や効
果を測る指標の達成度で
評価を行います。

① 実施状況や成果・効
果を測る指標の達成度で
評価を行います。

② テーマ別の評価とし
て、進捗等が芳しくない
もの、課題等があるもの
や審議会において意見等
を聞きたいテーマがあれ
ば、そのテーマについて
評価を行います。

新たな取組等を検討

自己評価、内部評価、外部評価を踏まえ、又は各課等に照会を行い、
実行計画へ新たに位置付ける取組（場合によって新しい改革の柱を
設定）を検討します。

① 評価を踏まえ、本当に必要な取組は何か改
善策等を検討し、必要に応じて、成果指標の
見直し等も含めて、取組の見直しを行います。

② 翌年度以降の取組について、見直し方針を
決定します。

③ 見直し結果を予算に反映します。

【行政経営課】
見直し結果等を行財政経営最適化委員会

へ報告し、計画へ反映します。

新たな取組等を決定
→ 予算へ反映

取組の効果や成果の見通しを立て、
新たな取組を決定し、予算を要求します。

新たな取組等を

計画に反映します。

① 見直し方針に沿って、
計画の改定を行います。

② 市のホームページ等
を通して改定した計画
等を広く市民に公表し、
問題共有を図るなど、
取組を推進します。

Do４月～翌３月

（第２期はだの行政サービス改革基本方針実行計画 抜粋）
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８ 計画の体系
５つの改革の柱

８つの改革項目 取組内容

1-1 サービスの質を高める行政のデジタル化等
の推進

４ 公共施設の改革

実 行 計 画基 本 方 針

3-1 新たな価値を創出する公民連携の推進

4-1 地域特性を考慮した公共施設再配置の推進

3-2 多様な主体との協働・連携の推進

5-1 更なる財源の創出に向けた歳入改革

1-1-1. 窓口のあり方の見直し
1-1-2. 各種手続のオンライン申請の利用推進
1-1-3. コンビニ交付サービス利用の推進
1-1-4. 手数料等のキャッシュレス化による利便性の向上

1-2-1. 生成ＡＩ・ＲＰＡの利活用の推進
1-2-2. 基幹系業務システムの標準化・共通化への移行
1-2-3. 限られた職員数での持続可能な行政サービスの推進

3-1-1. 包括施設管理業務委託の検討
3-1-2. 学校業務員業務の民間委託等の推進
3-1-3. 学校水泳指導事業委託

3-2-1. 地域コミュニティのあり方の検討
3-2-2. 地域活動団体における担い手の不足解消
3-2-3. 市民からの意見聴取のあり方の検討
3-2-4. 将来の地域防災力の担い手の育成
3-2-5. ふるさと寄附金の充実
3-2-6. 新たな事業者の掘り起こし支援

4-1-1. はだのこども館の方向性検討
4-1-2. 教育施設等の一体的整備の検討
4-1-3. 幼児教育・保育環境の整備
4-1-4. 児童館の方向性の検討
4-1-5. 南公民館及び大根公民館の建替えの検討
4-1-6. 受益者負担の適正化

5-1-1. 徴収率の向上（市税現年）
5-1-2. 徴収率の向上（市税過年）
5-1-3. 税外債権の徴収率の向上
5-1-4. 低・未利用地の貸付・売却
5-1-5. 廃道水路用地の売払い収入の増加
5-1-6. ふるさと寄附金の充実【再掲】3-2-4
5-1-7. 企業版ふるさと納税の拡充
5-1-8. 新たなネーミングライツによる広告収入の増
5-1-9. 徴収率の向上（国民健康保険税）【特別会計】

5-2-1. 介護保険事業特別会計繰出金の抑制
5-2-2. 国民健康保険事業特別会計繰出金（赤字繰出金）の

抑制
5-2-3. 公共下水道事業会計への基準外繰出金の抑制
5-2-4. 公共施設のＬＥＤ化による電気料の削減
5-2-5. 全庁的な事務用プリンタと複合機の集約化

３ 担い手をつくる改革

５ 歳入・歳出面の改革

5-2 事務事業の見直しによる歳出改革

取組内容：４項目

取組内容：３項目

取組内容：３項目

取組内容：３項目

取組内容：６項目

取組内容：９項目

取組内容：５項目

改革同士を連携して取り組むこと
で、相乗効果を図ります。
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２ 職員（ひと）づくりの改革 2-1 組織力を高める職員（ひと）づくりの推進

2-1-1. 意欲の高い人材の確保と誰もが活躍できる職場づく
りの推進

2-1-2. 心身共に健康に働くことのできる環境づくりの推進
2-1-3. 意識改革や感性を磨く人材育成の場づくり

１ 仕事の改革

1-2 仕事の質を高めるデジタル技術等活用の推進

連携計画

はだのＤＸ推進計画

秦野市職員づくり基本方針
実施計画

秦野市公共施設再配置計画

取組内容：６項目

取組内容：３項目

第１回会議の審議内容

第２回会議の審議内容

（第２期はだの行政サービス改革基本方針実行計画 抜粋）
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第2期はだの行政サービス改革基本方針実行計画の外部評価について

第2期はだの行政サービス改革基本方針実行計画の外部評価は、8つの改革項目について、令和8年度実績（令和8年4月から6月までの取組
状況及び同年7月から令和9年3月までの取組見込み）に基づき、外部評価を実施します。

◆ 仕事の改革
❏ 1-1 サービスの質を高める行政のデジタル化等の推進
❏ 1-2 仕事の質を高めるデジタル技術等活用の推進

◆ 職員（ひと）づくりの改革
❏ 2-1 組織力を高める職員（ひと）づくりの推進

⇒ 第１回会議（8月27日）での審議事項（1-1・1-2・2-1）

◆ 担い手をつくる改革
❏ 3-1 新たな価値を創出する公民連携の推進
❏ 3-2 多様な主体との協働・連携の推進

◆ 公共施設の改革
❏ 4-1 地域特性を考慮した公共施設再配置の推進

◆ 歳入・歳出面の改革
❏ 5-1 更なる財源の創出に向けた歳入改革
❏ 5-2 事務事業の見直しによる歳出改革

⇒ 第2回会議（10月19日）での審議事項（3-1・3-2・4-1・5-1・5-2）

≪第２期はだの行政サービス改革基本方針実行計画の外部評価区分≫

評 価 説 明評 価 区 分

全ての取組目標を完了させるなど、改革により目指す姿を達成したことから、活動を終結させるものＳ：目標達成

改善の余地があることから、意見を付すものの、現状においては同規模又は同水準で取組を推進することが
妥当であるもの

Ａ：継続推進

改善の余地があり、またそれは工夫次第で速やかな効果が期待できるため、取組の改善を求めるものＢ：要改善

改革により目指す姿に向けて、進捗が遅れている、又は十分な成果が収められていないなど、取組の推進に
当たり、課題の分析及び活動の見直しを求めるもの

Ｃ：要見直し

やむを得ない状況の変化等により、取組が継続できない、又は目標を達成できないことから、取組を終了さ
せるもの

Ｄ：取組終了


